
　　　今回点検した橋梁について、通行止め及び交通規制等の緊急対策を要する橋梁はありませ
　　　んでした。

４．概　要

　　対応に転換し、橋梁の長寿命化によるコスト縮減を図るため、長寿命化修繕計画策定事業費
　　補助制度を活用して、橋梁点検を実施し、橋梁の健全度を把握し、橋梁長寿命化修繕計画を
　　策定します。

３．橋梁点検結果
　　　赤平市で管理する橋梁44橋のうち、平成23年度（2011年）に44橋の点検を行っています。

　　れます。
　　　このことから、橋梁の計画的な修繕対策を行い、可能な限りのコスト縮減への取り組みが
　　不可欠となります。

２．目　的
　　　道路交通の安全性を確保する上で、これまでの事後保全的な対応から計画的かつ予防的な

１．背　景
　　　赤平市が管理する橋梁は、ＢＯＸカルバートを含め現在４４橋あり、その大半は高度経済
　　成長期（1955年～1973年）以降に建設されてきたものとなっています。
　　　このうち、建設後50年を経過する高齢化した橋梁数の割合は、現在では全体の約 7％程度
　　に過ぎませんが、20年後にはこの割合が約57％と全体の半分以上を占め、高齢化した橋梁が
　　急速に増大し、今後、老朽化した橋梁の修繕・架替えに要する経費も増大することが予想さ

赤平市が管理する橋梁点検結果の公表について

管理橋梁の損傷状態を把握すると共に、道路機能を阻害する損傷、第三者被害

を及ぼす可能性のある損傷を早期に発見することを目的とする。
橋梁点検・調査

　※　LCC（ﾗｲﾌﾙｺｽﾄ）：橋梁１橋あたり、設計から建設、維持管理、解体撤去に至る過程
　　　　　　　　　　　で必要となる費用の総額のこと。

を及ぼす可能性のある損傷を早期に発見することを目的とする。

長寿命化修繕計画策定のための基礎資料として、管理する橋梁の基本諸元や損

傷状況について整理する。

橋梁の現況、ＬＣＣの算定、劣化予測、補修優先順位、必要予算の推移、予算

条件のシナリオ、健全度の推移、学識経験者への意見聴取。

長寿命化修繕計画の策定内容とそれに応じた橋梁の修繕及び架換に係る費用の

縮減効果等を公表する。住民への説明責任と信頼性の確保。

策定された長寿命化修繕計画に基づいて、優先順に対象橋梁の修繕及び架換を

実施する。

点検、修繕及び架換を実施した結果は、橋梁台帳及び点検調書等に履歴として

記入し、データの保存・管理を行う。

橋梁の現状把握

長寿命化修繕

長寿命化修繕

修繕の実施
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PC
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RC

PC
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BOX

鋼橋

BOX

BOX

PC
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H11
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架設年次橋梁名 路線名
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５．橋梁点検リスト

通番
橋梁
番号

橋長
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PC
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PC
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BOX
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PC
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PC

鋼橋

BOX

BOX

BOX

BOX

鋼橋

PC
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PC

2004

2004
H16
2004
H16

1985
H16
2004
H16

2004
H16

1976
H04
1992
H01
1989
S60
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S38
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S36
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S51
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S39
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1963
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S51
1976
S56
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S53
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S44
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S45
1970
S46
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S38
1963
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26.70

25.60

40.00

30.00

32.70

8.45

5.92

13.42
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22.78
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2.40

8.40
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共和本通

百戸本通

基線

基線

基線

基線

左大谷沢線

左大谷沢線

左大谷沢線
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新成大橋通

東文２丁目通
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文京会館通
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茂尻仲通

左大谷沢線

中奈江沢線

文京学園通

北文本通

豊丘本通

エルム高原３号橋　白樺橋

エルム高原４号橋　　桜橋

エルム高原５号橋　　楓橋

西坂橋

新成大橋

滝の川２号橋

赤間の沢橋

エルム高原１号橋　　桂橋

エルム高原２号橋　辛夷橋

五条橋

左大谷沢１号橋

左大谷沢２号橋

左大谷沢３号橋

左大谷沢４号橋

左大谷沢５号橋

吉の川４号橋

緑ヶ丘橋

吉の川橋

文京１号橋

保育橋

弥栄橋

右奈江沢２号橋

緑橋
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６．損傷の評価

　著しい遊離石灰・錆汁

a

c

c

d

d

e

－ a

①腐食
評　価　の　目　安

錆の有無 錆の深さ 錆の広がり
区分

　あり

　表面のみ

　板厚減少、鋼材表面の著しい膨張

　なし －

b

c

d

e

　局部的

　広範囲

　局部的

　広範囲

評　価　の　目　安

有
　明らかな亀裂を生じている

②亀裂
評　価　の　目　安 区分

　損傷なし
無

　塗膜割れ程度（長さが短く、錆が出ていない）

評　価　の　目　安 区分

　ボルトの脱落がある（本数の多寡によらない）

無

有

　亀裂の疑いのある塗膜割れが生じている（長さが長く錆が出ている）

区分

　損傷なし

④破断

③ボルトの脱落

ひびわれの有無 漏水・遊離石灰

　損傷なし 無

　破断している（部材がつながっている場合は亀裂） 有

　漏水のみ

　軽微な遊離石灰

⑤ひびわれ・漏水・遊離石灰

ひびわれ位置 ひびわれ幅

－ －　なし

評　価　の　目　安
区分

　構造物に及ぼす影響が大き
いひびわれ

－

　あり

　0.2㎜未満（小）

　0.2㎜以上（大）

　有無を問わない

　ひびわれのみ

b

b

　0.2㎜未満（小） 　有無を問わない

ひびわれのみ

　軽微な遊離石灰

　著しい遊離石灰・錆汁

　上記以外（影響が小さい）

腐食の程度

b

c

c
　0.2㎜以上（大）

ひびわれのみ

　漏水のみ

　広範囲

　表面のみ

　鋼材断面の減少、鋼材の著しい膨張

d

⑥鉄筋露出
評　価　の　目　安

区分
鉄筋露出の有無 腐食の広がり

　表面のみ

　鋼材断面の減少、鋼材の著しい膨張

無

有

　なし － －

　あり

　部分的

　コンクリート塊の抜け落ちがある 有

⑧床版ひびわれ
評　価　の　目　安 区分

⑦抜け落ち
評　価　の　目　安 区分

　損傷なし 無

a

b

c

d

e

ひびわれは発生していないか、幅の小さい（0.2㎜未満）ひびわれで、ひびわれ間隔は1.0m程度と非常に離れてい
る状態。
漏水跡・遊離石灰は確認できない。

幅の小さい（0.2㎜未満）一方向のひびわれが主であり、ひびわれ間隔が0.5m程度と比較的大きい状態。
漏水跡・遊離石灰は確認できない。

0.2㎜程度の格子状のひびわれが発生している状態で漏水跡・遊離石灰は確認できない。
または、一方向ひびわれであるが、漏水跡・遊離石灰が確認できる状態。

0.2㎜程度の格子状のひびわれが発生しており漏水跡・遊離石灰は確認できる状態。
または、0.2㎜以上のひびわれが目立ち、部分的な角落ちが見られるが漏水跡・遊離石灰は確認できない状態。

連続的な角落ちが見られ、漏水跡・遊離石灰が確認できる状態。



有

⑨ＰＣ定着部の異常
評　価　の　目　安 区分

　損傷なし 無

⑩路面の凹凸
評　価　の　目　安 区分

　損傷なし

　ＰＣケーブル定着部の損傷（程度によらない）

　ＰＣケーブルの損傷
有

⑪支承の機能障害
評　価　の　目　安 区分

　損傷なし 無

　20㎜程度未満（走行に支障がない程度）の段差がある

　20㎜程度以上（走行に支障があり明らかな分かる程度）の段差がある

無

評　価　の　目　安
区分

腐食の程度沈下・移動・傾斜

　支承の機能が損なわれている
有

　支承の機能が著しく阻害されている

⑫下部工の変状

無

有

　沈下・移動・傾斜のいずれもない

　沈下・移動・傾斜のいずれかが有る

　著しく洗掘されている

　洗掘はない

　軽微な洗掘がある

　洗掘はない

　軽微な洗掘がある

　著しく洗掘されている



７．橋梁点検結果一覧表

①
腐
食
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亀
裂

ボ
ル
ト
の
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落

破
断
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・
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け
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版
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無 ａ～ｃ 無 無 無1 豊橋（右歩道） 有

橋梁名

P
C
定
着
部
の
異
常

⑧⑥ ⑦

無有豊橋（車道） 無 ａ～ｃ 無

下
部
工
の
変
状

鋼部材の損傷

無

コンクリート部材の損傷

無

ａ～ｄ 無

1
2
3
4

その他

番号

1 無 ａ～ｄ 無

9
10
11
12

5
6
7
8

13
14
15

豊橋（左歩道）

ｃ 無 無

ａ～ｂ 無 無

ａ～ｂ 無 無 ａ～ｃ 無 有 無無 ａ～ｃ 無 無 無

ａ 無 無 無

ａ～ｄ 無 無 無

無

無

ａ 無 無 ｃ 無 無

ｂ～ｃ 無 無 無 無

無 無

無

ｄ 無 無 ｃ 無 無

ａ 無 無 無 ｂ～ｄ 無 無 ａ～ｂ 無 有 有

無 無

無

ｃ～ｄ 無 無 無

ａ 無 無 ａ 無 無 無

無

無

ａ 無 無 無 ｃ 無 無 ｃ 無 無

d 無 無 無

無 無

無

ｂ～ｃ 無 無 無

ｂ～ｃ 無 無 無 無

無 無

無

ａ 無 無 ｃ～ｄ 無 無

無 無 無 無 無

無 無

無

吉の川３号橋
富士の川橋
滝の川橋
幌倉橋
表橋
吉見橋
住吉橋
宮崎橋
平班橋
野口橋
幌倉渡船場橋
幌岡通学橋
内左の沢１号橋
奈江沢２号橋

17
18
19
20

15
16

25
26
27
28

21
22
23
24

33
34
35
36

29
30
31
32

41
42
43
44

37
38
39
40

ａ～ｃ 無 無 ａ～ｃ 無 無 無 無

ａ 無 無 無

ｃ～ｄ 無 無 ｃ 無 無 無

無

無

ａ～ｄ 無 無 ａ～ｃ 無 無

ａ～ｄ 無 無 ａ～ｄ 無 無 無

無 無

無

ａ 無 無 ａ 無 無

ａ 無 無 ａ 無 無 無

無 無

無

ｃ～ｄ 無 無 無

ａ～ｄ 無 無 ａ 無 有 無

無 無

無

ａ 無 無 無

ｃ 無 無 無

無

無

ａ 無 無 無

ｃ～ｄ 無 無 無

無

無

ａ～ｃ 無 無 無 ａ 無 無 無

ａ 無 無 ａ 無 有 無

無 無

無

ａ 無 無 無

ａ～ｄ 無 無 ａ～ｃ 無 無 無

無

無

ａ～ｄ 無 無 ａ 無 無

ａ～ｃ 無 無 無 ａ 無 無 ａ 無 無 無

無 無

無

ａ～ｄ 無 無 ａ～ｄ 無 無

ａ～ｃ 無 無 無 ａ 無 無 ａ 無 無 無

無 無

無

ａ～ｂ 無 無 無 ａ 無 無 ａ 無 無

ａ 無 無 無 ａ～ｄ 無 無 無 有 無

無 無

無

ａ～ｂ 無 無 ａ 無 無

ａ～ｄ 無 無 ａ～ｃ 無 無 無

有 無

無

ｃ 無 無 無

ａ 無 無 無 ｃ 無 無 ａ～ｃ 無 有 無

有 無

無

ａ～ｂ 無 無 無 ｃ～ｄ 無 無 ａ 無

無 無

有 無 無

ａ 無 無 無 ｃ

無 無 ａ～ｃ 無

ａ～ｃ 無無 無

無

無

ａ 有 無無 無 無 d

福栄橋
大谷沢１号橋
大谷沢２号橋
神社橋

奈江沢２号橋
宮居橋

緑ヶ丘橋
吉の川橋
文京１号橋
保育橋

右奈江沢１号橋
右奈江沢２号橋
緑橋
吉の川４号橋

左大谷沢３号橋
左大谷沢４号橋
左大谷沢５号橋
西坂橋

弥栄橋
五条橋
左大谷沢１号橋
左大谷沢２号橋

ｴﾙﾑ高原2号橋 辛夷橋
ｴﾙﾑ高原3号橋 白樺橋
ｴﾙﾑ高原4号橋 桜橋
ｴﾙﾑ高原5号橋 楓橋

新成大橋
滝の川２号橋
赤間の沢橋
ｴﾙﾑ高原1号橋 桂橋



８．橋梁の現状

　　（１）平成23年度に実施した橋梁44橋の概要

橋種別割合

鋼橋 11橋

25％

PC橋 21橋

48％

RC橋 3橋

7％

BOX  9橋

20％

0 5 10 15 20 25 30

～14ｍ

15～29ｍ

30～49ｍ

50ｍ以上

橋

損傷箇所別割合

路面 7橋

28％

主桁 7橋

28％

橋台 8橋

32％

橋脚 1橋

4％

支承 1橋

4％

床版 1橋

4％

24橋

10橋

7橋

3橋

　　（２）建設後50年以上の橋梁数の推移

PC橋 21橋

48％ 主桁 7橋

28％

床版 1橋

4％

２０１２年（現在）
50年以上

3橋 7％

50年未満

41橋 93％

２０２２年（１０年後）

50年以上

18橋 41％50年未満

26橋 59％

２０３２年（２０年後）

50年以上

25橋 57％

50年未満

19橋 43％



　　　修繕及び架換等を随時行う予定です。

　　　　また、路面段差等の軽微な損傷箇所については、その都度修繕していく予定です。

橋梁長寿命化修繕計画の流れ

９．今後の予定

　　　　平成24年度（2012年）には、橋梁点検結果を基礎資料として、全橋梁を対象に長寿命化

　　　修繕計画の策定を行う予定です。

　　　　平成25年度以降につきましては、橋梁長寿命化修繕計画に基づいて、橋梁の損傷箇所の

Ｈ24年度
（2012年）

Ｈ25年度以降

修繕及び架換（予定）44 橋

赤平市
管理橋梁
（総数）

Ｈ23年度
（2011年）

橋梁点検
44 橋

      E-mail : doboku@city.akabira.hokkaido.jp

赤平市の橋梁長寿命化修繕計画に関する問い合わせ先

　　建設課 土木係

　　　TEL : 0125-32-1821

      FAX : 0125-32-5033

長寿命化修繕計画策定


